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1 はじめに
学生の授業中の状況などのさまざまな学習に関す

るデータを収集し、これを解析するラーニングアナリ
スティックは、データサイエンスや人工知能技術の発
展によって大量のデータの解析が可能になったことか
ら、授業改善のためには重要な手法となっている。そ
こで、これまで PCを操作する学生の状況を把握する
システムの開発を行い (1)、解析を行ってきた (2)(3)。
しかしながら、多くの大学や高専で BYODによる
学生の PCの必携が進められ、学生が授業で使用する
PCが学校管理の演習室 PCから学生個人の PCに移
行していることが多くなった。このため、ラーニング
アナリティクスに必要なシステムのために、学生のPC

へアプリケーションをインストールすることはアップ
デートや削除などの管理も困難になってきている。
また、学校が契約したクラウドサービスや学習マネ
ジメントシステム（LMS）など認証が必要なシステム
が増加したことで学生個人が使用するユーザ IDも増
加し、セキュリティ的な不安も生じやすくなってきて
おり、新たなサービスへの参加を依頼することが学生
の負担になってきていると思われる。
そこでこれらの懸念を考慮し、すでに学生にユーザ

ID とパスワードが配布済みである Microsoft のクラ
ウドサービス Microsoft365 のネットワークドライブ
OneDrive 上に Excelシートのファイルを配布し、そ
の入力結果を一定の時間間隔で収集するシステムを提
案する。このシステムでは問題に対する解答状況を収
集するが、従来のLMSではできなかった問題ごとの解
答の記入時刻を得ることができ、それを自在に可視化
することが可能となる。なお、今回のシステムでファ
イルの形式に表計算ソフトの Excelのファイルを採用
した理由は、Microsoft365内で動作するロボット・プ
ロセス・オートメーションの Power Automate のスク
リプトによって収集が可能であるからである。
このシステムによって学生の PCへアプリケーショ
ンをインストールすることなく、LMSよりきめ細かい
状況把握が可能にすることができるようになるのと考
える。

2 開発システム
スライドを用いた授業において、図 1 に示すよう

なスライドの内容から問題を作成したプリントを紙に
印刷して配布することで、学生に授業の進捗と要点を
伝える手法がある。また、この手法は授業の進捗に合
わせてプリントに解答を記入させることで、メモをと
るかわりとして授業に集中するための補助としての効
果も考えられる。

図 1: 紙で配布していたプリントの例

しかしながら、紙で配布したプリントは授業中の講
師からは学生が記入状況を知ることができず、回収して
も解答がいつ記入されたものかを知ることはできない。
そこで、まず今回はこの図 2 のようにプリントを
ネットワークドライブ（Microsoft OneDrive）上の表
計算ソフト（Microsoft Excel）のシートファイルに置
き換えた。

図 2: Excelシートに置き換えたプリントの例

このExcelファイルをMicrosoft365の OneDriveに
作成した学生個別のフォルダにコピーする。学生個別



のフォルダはその学生講師のみが変更可とするアクセ
ス制限をすることで学生からは自分のフォルダのファ
イルのみを閲覧・入力することを可能としている。
学生は BYODによるノート PC必携化としたため、

1人 1台の PCを利用可能であり、Microsoft365のア
カウントは配布済みであるため、学生は自分の PCを
用いて、Microsoft365 にサインインし、この Excel

ファイル にアクセスすることが可能である。授業で
は、講師が説明に用いるスライドの進捗と講師の指示
に従ってExcelシートの問題の解答を入力する。なお、
OneDrive上の Excelファイルは入力や変更があった
場合は自動的に保存されるため、学生は解答の入力以
外の操作をする必要がない。また、学生の入力した解
答は同じ Excel ファイルのテーブルに集約される（図
3）。

図 3: シートに入力された解答を集約

学生の解答の集約されたテーブルには Microsoft365

内で動作するロボット・プロセス・オートメーション
の Power Automate のスクリプトによって集約用の
Excelシートのテーブルに学生名を含むファイル名と
収集時刻・ファイルの更新時刻とともに記録される（図
4）。

図 4: 集約用 Excelシートのテーブル

このテーブルに記録された学生ごとの解答の入力状

況はExcelの機能を用いて容易に解析することができ、
これによって問題ごとの学生の入力状況（図 5）や学
生ごとの入力を時系列表示を行い、授業中に学生の状
況（図 6、図 7）を可視化することができる。

図 5: 学生の入力状況

図 6: 学生ごとの入力の時系列表示

図 7: 学生ごとの入力時刻の可視化



3 実施状況
3.1 スクリプト実行間隔
まず、本システムで用いた Power Automate のス

クリプトの実行時間を計測し、スクリプトの実行間隔
を決定する。
学生 42名+講師 1名の計 43名分の実際の授業中に
行ったスクリプトの実行時間を表に示す。

表 1: スクリプト実行時間
測定日 実行回数 問題数 平均実行時間
5/26 7 12 3分 16秒
6/19 17 17 3分 3秒

以上の結果より、3分間隔でスクリプトの実行する
ことにした。この実行間隔が観測できる学生の状況変
化の最小の時間間隔となる。

3.2 授業での実践結果
このシステムを実際の授業で用いた結果を示す。
用いた授業は本校の電子制御工学科 1年の科目「情
報処理 1」の 6/26 の回である。この科目では 1回目
の授業から Excel シートを作成し、One Drive 経由で
配布し、授業後に回収していた。また、「入力が確認
できれば課題提出点として成績に加算する」ことも学
生には知らせ、入力が必須である状況としていた。
このシステムは授業を集中して聞くためのものであ
るので、システムを利用して実施した 6/26 の回では
「授業とスライドの進行に合わせて、Excelシートに記
入すること」を授業の開始時に伝えた。また、授業も
スライドでの説明だけでなく、Excelシートへの記入
例も示しながら行った。
授業後、受講した学生対象にアンケートを図 8 に
示す。
これらの結果より、多くの学生が Excelシートの教
材は学生の理解や授業への集中に役に立っていること
がわかる。また、ほとんどの学生が授業の進行に合わ
せて入力できたと感じており、システム上の遅延や停
滞などはなく実施できたと考えられる。

4 まとめ
クラウドサービス Microsoft365 の提供するネット

ワークドライブである OneDrive を利用することで、
授業中における問題に対する解答と入力時刻を自動的
に収集し、解析結果を可視化するシステムを開発し、
実際の授業での実践状況を報告した。

図 8: アンケート結果



今回開発したシステムは、すでに利用しているクラ
ウド上でのアプリケーションであるため学生に新しい
認証情報を与えることなく実施可能であり、授業への
導入も容易にできると思われる。しかしながら、利用
したスクリプトの実行がほぼ 3 分の処理時間を要する
ため、これより短い時間間隔での収集を行うことはで
きなかった。
今後は、さらに使用しやすいユーザインターフェイ
スや確認しやすい解析結果の表示を実装する必要があ
ると考える。また、今回開発したシステムによって収
集した学生の状況と成績や理解度と関連付けることで
授業中の態度が学生の理解とどのような関連するかを
解析し、より理解を助ける教育手法を開発することが
重要と考える。
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